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London School of Economics & Political Science （LSE)大学院において、森嶋通夫教授の下で研究
をされ、その後の一連の研究を主著『動的最適化と経済理論』として纏められて、東北大学より
経済学博士号を取得されている。
vMarch　2016　　小林孝次：金融論とファイナンス　板垣有記輔先生ご退職にあたって
たくさんの研究業績（主な業績は以下のアドレスを参照 http://libir.soka.ac.jp/dspace/items-
by-author?author=Itagaki%2C+Yukio）が示しているように、先生は大変熱く研究活動を展開してこ
られた。これは板垣先生の学問の恩師であられた芳賀半次郎先生から伺ったことであるが、板垣
先生と一緒にまた学びたいとの思いで、芳賀先生自身、東北大を退官後、創価大学に赴任された
とのことである。
教育活動におかれては、創価大学に着任されたころの早々のゼミにおいて、すでに森嶋氏のテ
キストを読破するゼミを展開されていたと、当時のゼミ生から伺ったことがある。また、二階堂
副包『現代経済学の数学的方法 -位相数学による分析入門』（岩波書店、1960年）などを大学院
生対象に自主的に講義されていたようである。学部や大学院での授業の担当科目としては理論経
済学、経済数学をはじめとし、金融論や数理ファイナンス理論をご担当していただいた。
先生の講義スタイルは、黒板の端から端まで書きまくるという、まさにお名前の通り、「黒板
に書く、イタにカク」スタイルを通されていた。創価大学発展の理想を常に掲げ、講義レベルを
決して落とすことなく、難解な命題をいつもわかりやすく、そして明るく楽しくご教授してくだ
さった。
また経済学部においては長年にわたり学部長補佐を務められ、その後図書館長の任にも就いて
いただいた。趣味としては、山深い田舎の清流の川辺や里山を散策されるとともに、音楽鑑賞を
楽しまれていらっしゃるようである。先生からはモーツアルトやベートーベンのピアノソナタを
聴きながら数学に没頭できるときが最良の時間であると伺っている。
私個人においても、創価大学の研究所助手時代に大変お世話になり、研究所での研究会や理論
経済学会の折にはさまざま激励をしていただいた。当時麻布にあった統計数理研究所で開催され
た時系列研究の一連のセミナーに一緒に参加した日の夜、大学で引き続き研究会があった。セミ
ナー帰りの夕刻、創価大学行きバス停でパンをかじりながらバスを待っていた光景は今も鮮明に
覚えている。先にも記したが学部長補佐を長年にわたりご担当され、私を含め、現在経済学部の
スタッフになっている多くが板垣先生に育てていただいたメンバーである。
60歳を過ぎてからは、残念なことに先生は次々と病に罹り、お姿を見かける機会は少なくなっ
てしまったが、いままたお元気になられ、うれしいかぎりである。最後に、今後は奥様とともに
モーツアルト等の音楽鑑賞や散策を楽しまれるなど、緩やかに最良の時間をお過ごしいただける
よう願い、板垣先生への感謝と御礼とさせていただきたい。本当にお世話になりました。ありが
とうございました。
